
災害から命を守るために
　ゲリラ豪雨や台風などによって、災害が発生しやすい季節が間もなくやってきます。毎年
のように発生する災害に対し、私たちは「命を守る行動」をとらなければいけません。しか
し、準備なしにいきなり行動を起こすことはできません。日ごろからの準備や心構えが私た
ちの命を守るのです。

　避難情報などをお知らせする際、警戒レベルを5つの段階に分けて発表しています。災害
が切迫しているか既に災害が発生しているレベル5になる前には、危険な場所から避難する
必要があります。レベルの「数字」とそれぞれに振り分けられた「色」に注意しておきましょう。

避
難
行
動
と
は

避難について知っておくべきポイント
○避難とは「難」を「避」けることです。安全な場所にいる人まで避難所に行く必要はありません。
○避難先は、避難所だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。

発表される情報に注意を！

立ち退き避難

安全な場所への移動
 （親戚や友人の家など）   近隣の高い建物などへの移動避難所への移動

屋内安全確保

　建物内の安全な場所での
　退避（2階など）

市が開設する指定緊急避難所

★避難所には必要な物を持参してください
　避難所は、原則、避難するための場所のみ提供

します。災害が発生する前に、避難所での食料や

着替え、毛布など滞在できる準備をしてください。

○対馬市交流センター（厳原地区公民館）
　【厳原町今屋敷661-3】
○豆酘中学校体育館【厳原町豆酘510】
○佐須窓口センター【厳原町小茂田713】
○美津島文化会館【美津島町雞知甲1287-1】
○豊玉文化会館【豊玉町仁位370】
○峰地区公民館【峰町三根451】
○中対馬開発総合センター【峰町佐賀608-1】
○仁田地区コミュ二ティセンター【上県町樫滝1061-1】
○上県町地域福祉センター「喜多の苑」
　【上県町佐須奈乙339】
○上対馬総合センター【上対馬町比田勝575-1】

　対馬市では、台風や大雨などによって災害が発生
する可能性がある場合、右の10施設に指定緊急避難
所を開設します。避難所が不足する場合には、その
ほかの施設に避難所を開設します。
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　災害発生時はもちろん、日頃から地域の皆さんが一緒
になって防災活動に取り組むための組織が自主防災組織
です。
　平常時には防災訓練や広報活動、災害時には初期消火、
救出救護、集団避難、避難所への給食・給水などの活動
を行います。
　自主防災組織は、災害が起きてから活動を始めるのではなく、災害が起きる前から活動することができ、
災害に備える活動ができます。また、災害発生直後の公助の手が届かないときに、住民同士で協力して活動
することで、より災害から身を守ることができます。対馬市では、自主防災組織の結成や運営に対する補助
金などを通じて、市民の皆さんがもしもに備える支援を行っています。

普段から災害に備え、早めに避難
して、まず自分が無事に助かろう!

防災の知識と技術を身につけて
周りの人を助けよう!

お年寄り、障がいがある方、小さな子ども
などに気を配り、みんなで助け合おう!

助かろう

助けよう

助け合おう

助かろう

助けよう

助け合おう

地域で防災力を高める
　防災は、自分たちを守るために自ら動く「自助」、国や
県、市などの行政や消防団などの公的機関が対応する
「公助」、そして、地域の人たちが互いに協力して乗り越
える「共助」の3つの力が合わさって成り立ちます。そ
のどれか一つでも欠けると、地域の防災力は弱くなり、
不運にも災害に遭遇することにつながってしまいます。

力を合わせて災害を乗り切ろう！力を合わせて災害を乗り切ろう！

大雨で浸水被害に遭った家の片付けを
行うボランティア

防災の基本

自助 共助

公助

地域の
防災力

自分や家族の
身は自分たち
で守る

国、県および市な
どの行政機関や公
的機関による対応

近隣住民や地
域の人たちが
互いに協力し、
助け合う

共助の一つ「自主防災組織」

　災害が発生した際、避難している人たちの支援や、がれきの撤去など、
復旧・復興の作業を自発的に行う、災害ボランティアの力が必要となり
ます。近年対馬でも、豪雨災害など、局地的に災害が発生することが増
えてきました。さらに、がれきの撤去や家屋の片付けなど、地域の住民
だけでは対処できない事態が発生しています。もし、対馬のどこかで災
害が起こった際、被災した人たちを支援する活動が必要となれば、まず、
対馬に住む私たちが被災地域に駆けつけ、支援する必要があります。

　いざ、ボランティアとして活動をする際、被災地で効果的
な支援を行うためには、しっかりとした準備と、災害や支援
に対する知識が必要となります。ボランティアを受け付ける
対馬市災害ボランティアセンターでは、災害が発生する前に、
災害ボランティアの登録者を募集しています。日ごろから災
害ボランティアとして登録することで、研修や訓練に参加し
たり、情報の共有を行うことができるため、いざという時、
ボランティアとして迅速に活動することができます。

事前の準備と心構えで、迅速な支援を
新規登録者募集は
こちらから！

対馬市災害ボランティア

対馬市社会福祉協議会
☎0920（58）1432

問い合わせ・申込
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　対馬市では、災害時の情報伝達や市や地区からのお知らせを、各家庭の音声告知
放送端末や屋外のスピーカーから、音声だけで伝えていましたが、今年4月より、
これまでの音声だけでなく、皆さんがお持ちのスマートフォン（タブレット）で情
報を受信し、文字でもお伝えできるようになりました。（一部機種では音声による
読み上げも行います）これにより、防災情報など、命を守るために必要な情報を、
より確実にお伝えすることができます。

実際のア
プリ画面

（IOS版
）

音声と文字
で

より分かり
やすく！

皆さんが持ち
歩くスマート

フォンに

直接お知らせ
を配信します

！

このような情報が、いつでもどこでも確認できます！

大雨による
通行止めのお知らせ

ニセ電話詐欺の
注意を呼びかける
お知らせ

対馬市ホームページや
防災関連情報のホーム
ページへも簡単に
アクセスできます

IP告知端末機
(令和7年5月より回収開始)
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IP告知端末機は、令和8年3月末までに
順次使用ができなくなります。



アプリを起動すると最初に操作説明が
表示されますのでお読みになり｢次へ｣。

希望の地域を選択し、利用者情報を設定。
※複数の地区を設定することが可能。

登録した内容が表示されていることを確
認し｢設定｣。完了表示がでたら｢閉じる｣。

設定が完了すると、メッセージが届
きます。これで初期設定は終了です。
アプリは閉じて構いません。自動で
情報を受信します。

｢　　｣→｢購読設定｣→｢一覧から
探す｣→｢対馬市｣を選択

利用規約を最後までスクロールし、
同意にチェックを入れ｢次へ｣。

位置情報サービスの使用を許可し
｢次へ｣。

Appストアで｢インフォカナル｣と検
索しインストール、または上のQR
コードを読み込んでください。

Playストアで｢インフォカナル｣と検
索しインストール、または上のQR
コードを読み込んでください。

アプリのダウンロード
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　対馬市では、新たな防災行政情報伝達システムを整備し、緊急時の情報発信だけでなく、
平時の市民生活に必要なお知らせも発信することで、市民の皆さんとのコミュニケーショ
ンを深め、もしもの時に備えてまいります。一人でも多くの市民の皆さんへ必要な情報が
届きますよう、防災アプリ「アットインフォカナル」のご利用をお願いします。

※画面のレイアウトなどはお使いの機種やOSのバージョンにより異なる場合
　がございます。
　全て無料でご利用いただけますが、ダウンロードなどに係る通信費はご利用
　者負担となります。

問い合わせ：地域安全防災室 ☎0920(53)6111

スマートフォン向け防災アプリ【アットインフォカナル】インストール方法

Androidをご利用の場合

iPhoneをご利用の場合


